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見

一
、
緒
一
言
、
浅
間
山
は
、
明
治
末
期
よ

b
大
正
に
一
旦
る
活
動
以
後
は
大
関
静
穏
の
紋
態
に
在
λ

リ
し
が
近
来
再
び
屡
々
爆

殺
を
繰
返
せ

b
o

而
し
て
近
来
の
活
動
は
、
去
る
昭
和
二
年
秋
頃
ど
初
殺
と
せ
A

少
、
昭
和
二
年
の
噴
火
は
本
誌
の
各
測
候
所
報
告
に
て
明

な
b
，
昭
和
三
年
の
噴
火
は
次
の
如
し
。

二
月
二
十
三
日
十
九
時
四
十
五
分
:
:
j
i
-
-
・
:
爆
後
相
官
に
強
し

六
月
二
十
日
十
九
時
三
十
分
・
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
群
馬
膝
下
に
降
友

七
月
七
日
十
一
時
四
十
六
分
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
茨
城
腕
下
に
降
友

七
月
十
二
日
九
時
十
一
分
:
:
:
:
;
-
j
i
-
-
:
・
:
噴
煙
、
・
鳴
動
す

七
月
十
四
日
六
時
・
・
・
・
・
・
・
・
:
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
:
-
-
-
-
F
;
:
鳴
動
あ
b

此
六
同
の
噴
火
後

E

昭
和
四
年
に
入
λ

リ
て
は
静
穏
に
過
ぎ
し
も
捻
に
今
同
九
月
十
八
日
午
前
一
時
八
分
の
爆
殺
と
な
れ

-
..L. 
/、



一
-'-
f、

'p
、
此
の
爆
殺
は
近
来
の
最
強
な
る
も
の
止
す
。

此
の
爆
殺
に
就

3
て
は
長
野
、
前
橋
測
候
所
め
有
盆
な
る
調
・
査
報
文
あ
ら
J

此
外
各
測
候
所
よ
ら
も
、
其
後
の
報
北
口
あ

λ

リ
た
れ
ば
、
筆
者
是
等
を
幣
閉
じ
て
本
報
告
を
記
す
。

-

F

，
浅
間
山
近
年
の
噴
火
遁
期
と
噴
火
孔
の
深
さ
、
そ
れ
等
と
太
陽
黒
勤
、
浅
間
山
噴
火
の
歴
史
的
記
載
は
大
森
博
士

(
震
災
深
防
調
査
命
間
報
告
)
に
で
詳
細
せ

b
，
又
一
近
年
の
活
動
は
気
象
要
覧
、
長
野
測
候
所
火
山
報
告
に
あ
れ
ば
設
に
重
複

を
省
く
。

地
下
火
山
勢
力
の
消
長
の
担
白
は
容
易
に
知
る
可
か
ら
ぎ
る
も
近
京
市
民
於
け
る
浅
間
火
山
爆
殺
同
数
と
、
そ
れ
の
噴
火

孔
の
深
誌
と
は
関
係
の
密
接
な
る
も
の
、
如
し
，
叫
郊
に
浅
間
山
は
そ
の
習
性
と
し
て
日
一
ん
の
闘
係
が
直
接
な
る
も
の
あ
る
如

し
向
山
噴
火
孔
底
の
深
浅
の
測
量
は
千
八
百
八
十
六
年
同
・
ω・3
E
2
兵
を
始
め
と
す
る
も
の
、
如
し
、
其
後
各
氏
に
よ

b

屡
々
賞
、
測
を
行
は
れ
た

b
，
印
ち
次
表
に
一
不
す
も
の
な

b
。

年

代

噴
孔
の
深
さ
(
米
〉

一六七

二
二
四

一一穴一
一五一
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八
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八
九
O

同
年
七
月
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ソ
て
、
噴
孔
深
と
噴
火
と
の
関
係
は
瞭
然
、
た
る
も
の
あ
る
を
見
る
べ
し
。

是
等
深
さ
を
年
々
の
爆
夜
間
数
〈
大
森
博
士
報
告
、
長
野
測
候
所
報
告
〉
と
を
取

b
℃
闘
式
と
せ
ば
第
一
国
の
曲
線
と

一
O.-L..O 

-'、
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一
大
四

銃
一
ち
火
口
の
下
降
は
一
八
八
九
年
、

一
八
九

O
年
.

一
八
九
三
年
頃
(
此
の
前
後
約
十
一
年
間
は
観
測
な
く
不
明
な
れ

ど
も
恐
く
は
一
九

O
O
年
頃
上
井
の
傾
向
を
想
は
し
な
も
の
あ

b
)

一
九
一
八
年
等
な
h
J
O

而
し
て
、
浅
間
山
最
近
の
爆
殺
を
調
す
る
に
、
千
八
百
八
十
六
年
以
来
現
今
ま
で
に
於
て

一
八
九
九
年
}「

時
差
十
一
年

一
九

0
0年
一

}
時
差
十
一
年

一
九
一
一
年
(十

時
差
十
年
乃
至
十
三
年

一
九
二
一
年
一

一
時
差
九
年
(
今
年
の
活
動
は
更
に
縦
縞
す
る
と
純
ら
ろ
ぺ

L
〉

一
九
三

O
年
」

に
し
て
.
其
時
差
は
各
約
十
年
乃
至
十
一
年
の
遡
期
を
な
せ
よ
y
o

叉
歴
史
年
代
に
於
け
る
活
動
も
路
九
年
乃
至
十
二
年
の

活
動
迦
期
を
く

9
返
す
も
の
多
し
。
(
本
邦
噴
火
概
表
(
大
森
博
士
)
よ
ゐ

J

〉

更
に
大
活
動
期
な
る

千
八
百
六
十
六
年
(
慶
臆
年
間
の
活
動
)

十
年
差
百
二
十
三
年

千
七
百
八
十
三
年
(
天
明
年
間
の
大
活
動
)
一

十
年
差
百
二
十
八
年

千
九
百
十
一
年
(
明
治
末
期
の
活
動
)

な
b 浅

間
火
山
の
活
動
迦
期
に
斯
の
如
き
十
一
年
の
短
迦
期
と
之
の
約
十
倍
な
る
百
二
十
年
程
の
強

3
活
動
の
迦
期
を
此
後
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も
有
す
る
や
官
邸
ち
乙
れ
浅
間
山
噴
火
の
必
然
的
週

期
な
る
や
・
容
易
に
謂
ふ
を
得
ゴ
る
乙
と
勿
論
な
れ
ど

も
注
意
を
怠
ら
ゴ
る
事
必
要
な

b
。

而
し
て
他
の
自
然
現
象
例
へ
ば
太
陽
黒
鈷
の
極
大

極
小
の
遡
期
が
十
一
年
を
な
し
.
然
も
第
一
同
に
示

す
が
如
く
各
令
年
の
太
陽
黒
姑
極
小
の
極
に
至
る
約

一
、
二
年
前
に
℃
噴
火
活
動
始
ま
れ

b
。

も
し
斯
る
現
象
が
此
後
も
向
然
A
Y
と
せ
ば
、
今
同

の
活
動
は
更
に
機
績
す
る
と
見
ら
る
べ
き
か
。

太
陽
黒
紡
と
噴
火
と
が
如
何
な
る
物
問
的
相
闘
に

よ
ら
斯
の
如

3
関
係
を
一
不
す
や
抑
.
由
不
明
な
れ
ど
も

同
平
に
偶
然
の
一
致
と
は
規
る
可
ら
ず
。

キ
ラ
ク
プ
!
火
山
に
於
け
る
三
十
ヶ
年
間
の
観
測

に
よ
れ
ば
気
溢
と
同
火
山
の
活
動
又
は
鈴
岩
上
井
と

は
深
込
.d

相
関
有
・
9
(
叶
・
〉

-
y
m
q・国三片付一

H
H
c
h

与の

一
大
五
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太
陽
黒
劫
が
気
象
等
に
直
接
に
影
響
を
及
す
と
せ
ば
、
噴
火
等
に
も
亦
相
関
あ

λ

ッ
得

3
と
謂
は

.3
る
を
得
ず
。

而
し
て
、
今
岡
の
活
動
を
視
る
に
、
噴
火
孔
の
深
さ
は
第
一
固
に
見
る
如
く
、
千
九
百
二
十
三
年
頃
よ
・
り
も
深
く
一
臼
五

十
米
徐
あ
b
℃
、
噴
孔
へ
の
熔
岩
上
昇
は
認
め
得
べ
か
ら
、
ず
、
只
火
山
活
動
期
比
於
け
る
火
口
底
の
隆
起
は
根
め
℃
念
速

に
し
て
、
徐
々
な
る
も
の
の
み
に
非
ゴ
る
場
合
あ

b
て
、
今
同
の
爆
殺
直
前
に
、
深
想
外
の
鈴
岩
止
日
升
あ

b
し
ゃ
も
未
、
だ

慮
b
得
べ
か
ら
ず
。
印
ち
今
同
の
噴
孔
絡
先
の
上
日
升
朕
態
が
異
常
な

b
し
ゃ
も
知
る
べ
か
ら
ず
。

=
一
、
伊
東
地
震
去
の
関
係
・
火
山
活
動
が
如
何
な
る
他
の
自
然
現
象
と
関
係
あ
ら
る
や
は
従
来
多
く
の
論
議
せ
ら
れ
た

る
慮
・
な
h
j
o

元
来
火
山
地
方
に
於
け
る
岩
援
は
共
存
在
が
地
下
割
合
に
浅
所
に
存
在
す
と
認
め
得
べ
け
れ
ば
、
今
同
も
他
の
地
震
例

へ
ば
，
最
近
稀
多
の
同
教
を
頻
殺
し
今
命
全
く
終
静
せ
ま
る
伊
一
旦
伊
東
の
地
震
等
と
浅
間
噴
火
に
就
き
て
特
種
的
現
象
の

事
賞
の
存
在
あ

b
。

此
他
舎
て
大
森
博
士
に
よ
れ
ば
、
浅
間
山
と
焼
岳
の
活
動
が
交
互
に
殺
せ
し
事
賞
あ

9
0

叉，

T
m
m
o門
氏
長
年
間
の
観
測
に
よ
れ
ば
、

H
C
F
3
ω
と
富
山
口

5
日ハ

2
と
の
鈴
岩
下
・
降
と
噴
火
と
は
交
互
の
相
関
あ
b

と
云
ふ
。

近
来
浅
間
山
麓
迫
分
測
候
所
に
て
は
、
伊
東
地
震
に
際
し
て
は
頻
殺
の
局
部
性
活
動
あ

b
c
(
気
象
要
覧
参
照
)



此
等
は
伊
東
の
地
震
波
が
這
分
に
於
て
局
部
的
に
微
動
を
刺
戟
す
る
と
の
み
視
る
可
ら
ず
‘
般
に
地
下
の
構
造
が
伊

東

1
ト
浅
間
等
と
一
綾
あ

b
と
見
倣
し
得
ば
，
其
説
明
に
便
利
な
る
も
の
あ
b
。
例
へ
ば
、
今
年
三
、
四
、
月
盛
ん
な

b
し

伊
東
地
震
が
六
月
に
一
時
休
静
せ
る
後
浅
間
の
強
さ
爆
後
と
な
れ
る
事
賃
あ
b
o
ハ
伊
東
地
震
が
火
山
性
と
の
意
に
非
ず
)

図
、
噴
火
の
地
震
、
長
期
間
の
終
息
せ
る
火
山
が
爆
殺
を
な
す
に
際
し
て
は
，
順
序
と
し
て
、
強

3
地
震
又
は
頻
後
性

地
震
を
殺
す
る
乙
と
習
性
な

b
o
今
回
の
噴
火
は
其
の
活
動
力
が
既
に
昭
和
二
年
よ

b
漣
績
せ
る
潟
め
、
若
し

3
前
駆
的

地
震
無
し
，
然
れ
ど
も
昭
和
四
年
九
月
十
八
日
の
爆
後
前
に
は

浅
間
山
附
近
弱
震
(
m
m
さ
方
〉

九
月
五
日
十
六
時
三
十
五
分

の
地
震
あ

b
。

、J

山
麓
火
山
観
測
所
に
於
け
る
観
測
次
の
如
し
。

ザ
H
H
O
F

∞
甲
町
ω国

さ開廿
N
H
E
H
…当
Z
巧一

さ
法
廷
欄
U
H
0
・∞

火
山
よ

b
殺
す
る
地
震
に
於
て
‘
其
震
源
が
、
噴
火
孔
直
下
に
存
る
場
A
口
と
，
噴
火
孔
の
直
下
に
は
非
ず
し
て
火
山
山
麓

の
地
下
氏
存
す
る
場
合
と
の
二
あ
b
。 震

源
噴
火
孔
附
近

-
今
岡
の
爆
殺
に
件
t
A
地
震
は
、
震
源
全
く
噴
火
孔
に
あ
b
。
各
測
候
所
観
測
値
を
次
表
に
拐

ρ
¥
目
疋
等
は
記
象
よ

b
筆

一
大
セ



一
-
一
れ
凡

者
の
護
取
ら
し
伎
な

b
。
ハ
記
象
官
何
回
兵
と
伶
に
多
照
V

豆
、
合
同
の
噴
火
の
蟻
愛
媛
式

記
象
寓
異
第
一
一
、
第
二
を
見
る
と
き
は
，
此
同
の
爆
殺
は
三
同
の
縫
綾
せ
る
爆
後
を

な
し
た
之
と
明
な

b
。

第
一
同

十
八
日
一
時
八
分

二
十
六
秒
五

第
二
向

同

-
四
十
一
秒
七

第
三
岡

同

九
分
十
二
秒

に
し
て
、
そ
の
間
隔
は
十
五
秒
及
び
三
十
秒
で
あ
る
。

此
等
三
岡
の
爆
殺
は
震
源
に
近
き
前
橋
透
ま
で
(
距
離
約
五
十
粁
)
は
明
か
に
其
地
震
計
記
象
に
よ

b
て
劃
然
と
区
別
し

得
ら
れ
て
ゐ
る
。

熊
谷
に
至
れ
ば
漸
次
三
同
の
爆
殺
区
別
は
不
明
瞭
と
な
ら
J
E

東
京
の
記
象
に
て
は
最
早
此
匝
別
困
難
と
な
る
。

、
然
れ
ど
も
震
源
の
様
式
を
既
知
す
る
と
き
は
、
東
京
記
象
に
於
て
も
亦
判
然
と
前
記
三
同
の
区
別
に
験
測
し
得
る
o
v

筆
者
桑
に
(
気
象
集
誌
第
二
輯
第
七
倉
第
七
競
及
び
本
誌
第
三
念
第
三
銃
)
に
て
記
述
せ
し
様
に
。
地
震
の
場
A
口
も
共

勢
力
議
散
機
巧
に
複
A
口
地
震
と
単
純
地
震
と
の
様
式
の
存
在
を
謂
ひ
た
る
が
‘
今
岡
も
複
A
口
地
震
の
場
会
の
記
象
の
好
例

を
な
せ

b
。

ハ
地
震
の
際
は
次
々
に
殺
す
る
運
動
の
間
隔
多
く
は
小
時
間
に
て
殆
ど
連
績
的
機
巧
を
な
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
随
つ



て
其
地
震
記
象
は
震
源
を
距
る
小
距
離
に
於
℃
も
、
す
で
に
次
々
の
運
動
に
依
っ
て
生
起
せ
し
震
波
の
翁
め
区
別
不
明
瞭

と
な
る
場
A
口
多
し
。
)

3
て
今
岡
の
爆
殺
は
第
一
同
に
で
先
づ
蒸
気
一
丸
斯
熔
岩
等
は
噴
孔
を
破
b
E
乙
れ
の
影
響
は
内
部
火
口
に
直
に
第
二
も

第
三
の
噴
火
を
奥
へ
る
作
用
を
な
せ
し
芝
見
倣
得
べ
し
。

隠
っ
て
是
，
等
の
三
同
の
爆
後
運
動
様
式
は
必
し
も
同
様
な

b
と
み
る
可
ら
ず
。
郎
ち
附
国
第
一
の
浅
間
観
測
所
記
象
の

最
大
動
は
次
の
如
く
共
振
動
方
向
三
者
互
に
相
具
を
来
ら
し
℃
ゐ
る
。

(
東
西
動

第
一
向
の
最
大
動
杢
振
幅
斗

(
有
北
動

一O
八
O

週
期
ハ
秒
)

一一・一一一

四
O
O

一一. 
一・・・・4・

第
二
同

同

一
東
西
動

(
南
北
動

一一、
0
0

二
・
五

四
八

O

二・

O

第
三
同

同

(
東
西
動

(
南
北
動

六
0
0

三
・
三
以
上

'八一一

O

七

.
而
し
℃
第
二
同
日
及
川
ω
第
三
同
の
最
大
動
の
夜
前
に
は
附
固
に
鵡
る
如
く
、
極
め
て
念
激
の
微
動
の
纏
緩
す
る
を
現
せ

A
H
J

。
ぃ
此
微
動
は
第
一
一
、
第
三
向
日
の
爆
殺
を
な
す
べ
く
火
口
内
部
の
準
備
的
動
作
な
ら
ん
か
、
是
等
波
動
は
舎
℃
噴
火
に
伶

.s.... 

九



は
ゴ
る
火
山
性
微
動
と
し
工
大
森
博
士
が
諸
火
山
に
て
観
測
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
。

]
七

O

'
z

地
震
記
象
の
組
合
せ
、
次
に
浅
間
観
測
所
、
長
野
測
候
所
及
び
中
央
気
象
皇
微
動
計
記
象
の
震
波
初
め
の
部
分
を
組
合

せ
た
る
国
を
掲
く
る
。
(
第
二
国
)

此
国
を
競
る
と
き
は
浅
間
観
測
所
の
記
象
は
、
初
殺
後
一
一
抄
六
頃
よ
P

9

(

国
2
に
℃
)
主
要
爆
後
地
響
を
視
し
、
其
方

向
は
噴
火
孔
壁
を
外
方
に
座
し
た
る
乙
と
を
一
不
せ

b
。

爆
援
と
共
に
・
な
さ
れ
た
る
地
震
波
は
、
普
通
の
地
震
の
波
に
比
し
て
，
地
表
最
上
一
層

穴
4
1

蟻
設
の
地
一
震
波
に
就
き
て

を
通
過
す
可
け
れ
ば
、
震
原
距
離
と
逆
比
例
し
て
念
氏
表
ふ
。
例
へ
ば
今
同
の
震
波
は
三
百
三
十
粁
を
距
る
大
阪
測
候
所

に
て
は
、
岐
に
記
象
不
鮮
明
と
な
ム
リ
た

b
。

而
し
て
今
同
の
爆
後
地
震
は
附
国
版
第
一
、
第
二
に
て
一
不
す
様
に
近
距
離
各
測
候
所
に
於
て
は
正
し
く
観
測
せ
ら
れ
且

つ
震
源
に
尤
も
氾

3
浅
間
火
出
観
測
所
に
て
は
，
善
良
な
る
記
象
ど
観
測

3
れ
た
h
J
。

観

測

研

前、長;阜浅

橋野 分間

O 
八時畿
二震
工分時
「刻

o 0 
ji、ノーに

四三
O 八 1

ゴ3L/、 i

P 

手タ S 
了
一
一

七・

o
七
・
ヒ

第

一

同

了
C
八三一一

0
・一

一・

O
八・三一一一・

o

八
・
五
二
・

o

八
・
豆
大
・
七

最
大
功
後
震
時

噴
火
孔
恥
り
の
距
離

一一・五

七
・
五

四
一
・

o

四
八
・
凶

第

二

同

一・

O
八
・
四
五
・
二

へ
・
四
へ
・
二

九・

O
八
・
一

九・

O
二・

o

第

三

同

一・

O
九
・
一
五
・
九

一
0
・
一
八
・
瓦

九
・
三
二
・
凹
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1
1
1

二
九
了
。

1
1
1

三
三
二
・

o

3
て
震
源
の
殺
震
時
刻
は
後
の
一
音
響
速
度
の
章
に
で
記
述
せ
し
如
く
，
正
確
に
算
出
し
得
ら
れ
た
る
値
即
ち

十
八
日
午
前
一
時
八
分
二
十
六
秒
五

を
以
て
な
し
得
べ
し
。

検
測
し
得
た
1
9
0

又

(
p
l
s
ν
の
綾
績
時
間
に
っ
ち
』
て
は
、
第
二
同
の
如
く
各
測
候
所
記
象
を
組
会
せ
て
読
み
取
b
し
故
紙
め
て
確
貨
に

七



一七一一一

而
じ
℃
各
震
波
の
速
度
は
前
表
及
び
第
三
国
の
走
時
曲
線
に
よ
ら
℃
計
算
を
な
し
℃
事
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

地
殻
表
面
に
於
け
る
r

震
波
速
度
と
し
℃

議
開
問
(
℃

)
S協
同
(
〈
H
)

昇

ペH
H
ω
-
m
O内

-
t
¥日間
口

燥
野
(
ω
)
S
M
同
河
ハ
J
1
u
)

民

川
肘
綱
母
体
汁
持
品
)
悌
河
(
〈
g
)
長

〈
ぬ
け
ぬ
・

ωω
内
・
5ト

g

〈
B
H
M

・ゴ内・
5
¥担.口口

の
結
呆
と
な
れ

b
。

此
速
度
依
は
日
下
部
博
士
の
振
動
法
に
よ
b
測
定
し
た
る
本
邦
の
中
生
居
の
岩
石
叉
は
新
生
時
畑
中
の
堅
さ
岩
石
の
震
波

速
度
に
近
い
値
な

b
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
第
三
国
走
時
曲
線
の
如
く

E

地
殻
の
表
面
に
於
℃
は
、
震
波
速
度
は
極
め
て
正
し
き
一
次
式
に
て
現

し
得
べ
し
。

然
ら
ば
乙
の
地
殻
表
面
の
地
震
波
に
に
よ
る
初
期
微
動
機
緩
時
間
と
震
源
距
離
と
の
関
係
は
，
又
一
次
式
を
以
て
一
不
3

る。
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噂

h
H
H
M
n叶

-
刊
狩
町
八

h
H
H
測
結
間
四
一
向
(
誇
)

4
u
さ
造
建
思
議
競
認
否

同
H
時
悌
片

に
て
現
す
乙
と
を
得
べ
し
。

今
前
記
の
値
に
よ

b
て
此
の
関
係
を
求
む
れ
ば

h

見
ド
少
∞
匂
mw
叶

と
な
る
。
印
ち
常
数
仰
は
五
、
八
九
八
と
な
る
。

印
ち
此
附
近
の
地
殻
表
面
に
℃
は
初
期
微
動
時
間
何
と
震
源
距
離
凶
の
関
係
は
，

A
V
H
町・

2

に
て
表
し
て
支
一
陪
な
か
ら
ん
。

，
而
し
℃
、
今
岡
の
場
A
口
は
震
源
全
く
地
表
に
あ
る
を
以
て
震
源
距
離

ωは
又
震
央
距
離
と
一
致
す
る
を
以
℃
二
者
は
呉

名
同
一
の
も
の
な
b
J
。

而
し
て

P
と
S
波
と
の
速
度
兇
は

;<¥.:< 

~I むD

Eο101 
tοlσコ

c":l 

同
七
五



ーヒ
./、

と
な

b
有
限
っ
て
地
殻
表
層
の
ポ
ア
ソ
ン
比
め
は

九
四
引
ル

0
・H

∞

と
な
る
。

欧
文
報
告
第
一
念
)
た
る

目
疋
等
の
震
波
速
度
に
就
さ
て
は
、
す
で
に
大
森
博
士
に
よ

b
て
浅
間
山
十
数
同
の
噴
火
に
於
い
て
算
出
せ
ら
れ
(
震
災

〈
~
H∞・凶

制
u

芯
脅

〈凶

Hω.ω

ミz

と
近
き
値
で
あ
る
。

而
し
て
、
目
見
等
の
地
表
を
遁
加
せ
る
震
波
の
外
第
三
国
の
走
時
曲
線
を
見
る
と
き
は
、
震
央
距
離
百
五
十
粁
附
近
(
柿
岡

附
近
)
よ

b
出
現
せ
る
九
波
あ

b
E
此
の
震
波
速
度
の
見
か
け
の
早
誌
は
五
・

O
粁
に
し
て
.
今
迄
多
く
の
皐
者
に
よ

b

て
論
ぜ
ら
れ
た
る
地
表
下
敷
粁
に
侵
入
し
て
‘
再
び
地
表
に
出
た
る
震
波
な
る
べ
し
。
例
代
ば
オ
ツ
バ
ク
の
火
薬
爆
殺
の

際
の
観
測
は

震
央
距
離
百
十
粁
附
廷
に
て
此
の
震
波
の
出
現
あ

b
、
百
十
粁
附
近
ま
で
は
一
一
、
五
粁
に
し
て
今
岡
の
場
合
と
符
鋭

せ
b
。

七
、
爆
設
嘗
時
の
気
象
現
象

多
く
の
場
人
口
に
於
℃
日
本
に
於
け
る
強
さ
火
山
噴
火
が
著
し

3
高
気
尽
に
於
て
な
ヨ
れ



る
の
事
実
あ
ι
夕
、
ハ
気
象
集
誌
第
三
巻
第
十
競
)

而
し
吃
、
日
本
北
部
の
火
山
印
ち
千
島
，
北
海
道
等
高
緯
度
の
も
の
に
は
、
割
合
に
低
気
感
に
於
て
な
当
る
M
も
の
あ
b
o

月
ヲ
イ
火
山
観
測
所
に
於
け
る
長
年
に
渡
る
観
測
に
て
は
、
火
山
噴
火
及
び
其
土
地
傾
斜
が
気
温
と
関
係
す
と
云
ふ
。

(3.
会
照
)
気
温
特
使
化
と
気
歴
と
に
は
又
相
封
の
現
象
あ

b
。

会
て
今
同
の
爆
殺
営
時
の
中
央
気
象
墨
天
気
固
に
よ
れ
ば
，
本
州
中
部
地
方
が
此
の
期
節
と
し
て
稀
に
み
る
高
気
歴
に

夜
れ
た

b
，
此
れ
よ

b
以
前
数
旬
日
間
に
豆
b
て
は
本
州
は
気
回
腔
概
し
て
低
く
斯
る
高
気
犀
に
夜
る
乙
と
な
か
A
Y
3
0

印
ち
機
舎
を
待
て
る
爆
殺
力
は
之
れ
に
よ
b
℃
恒
例
の
如
く
誘
導
夜
起
せ
ら
れ
し
乙
と
明
か
な
b
。

爆
殺
の
日
(
九
月
十
八
日
)
以
前
の
気
匪
の
朕
態
は
九
月
十
一
日
に
一
低
気
懸
の
本
邦
附
近
へ
の
遁
過
あ
b
，
浅
間
観
測

所
に
℃
は
気
回
腔
低
極
五
百
九
十
四
粍
1

爾
後
一
高
一
低
あ
b
し
も
大
勢
は
上
昇
に
向
い
，
十
七
日
夜
宇
よ

b
高
気
犀
の
来

現
に
よ
b
て
念
に
上
目
升
皮
を
速
に
せ

b
。

此
外
、
気
象
朕
態
と
し
て
注
意
す
べ
き
現
象
は
‘
浅
間
火
山
観
測
所
(
海
抜
二
千
米
)
に
あ
b
て
は
，
九
月
十
七
日
午
後

七
時
頃
よ
h
J
翌
十
八
日
午
前
六
時
頃
に
至
る
ま
で
、
共
自
記
寒
暖
計
記
象
に
は
，
極
め
て
鮮
か
に
、
。
度
八
よ
A

リ
最
大
二

皮
五
以
上
の
振
帽
を
持
ち
℃
、
十
五
分
乃
至
二
十
五
分
程
の
週
期
の
振
動
を
記
録
せ

b
。

乙
の
混
皮
の
愛
化
の
振
動
は
気
底
に
於
て
も
斯
る
も
の
あ

b
し
如
し
、
然
ら
ば
、
斯
る
念
特
使
化
の
気
象
要
素
は
噴
火
孔

内
の
蒸
気
底
其
他
に
は
勿
論
影
響
を
奥
み
べ

3
で
あ
る
ο
隠
っ
て
之
等
は
爆
後
現
象
の
誘
因
の
一
力
と
見
倣
し
得
べ
し
。

-一宅セ
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八
、
爆
設
一
音
波
)
今
同
の
爆
後
の
一
エ
日
は
各
地
測
候
所
及
び
管
内
に
て
聴
取
当
る
，
一
音
響
停
波
区
域
は
第
四
国
の
如
く
関

東
地
方
の
外
}
異
常
臓
部
域
と
し
て
愛
知
腕
下
、
堀
井
般
の
一
部
.
一
服
島
地
方
に
し
て
、
又
柿
岡
に
℃
は
二
同
に
一
菅
波
を
記

録
せ

b
。

而
し
て
各
測
候
所
微
動
計
は
鮮
か
に
是
等
一
菅
波
を
記
録
せ
'
-
夕
、
故
に
極
め
て
正
確
に
一
音
波
到
着
時
刻
を
知
る
乙
と
を
得

た
b
、
而
じ
℃
是
等
微
動
計
が
記
録
す
る
一
菅
波
は
普
遁
に
人
の
聴
取
せ
る
一
音
と
同
一
の
も
の
な

b
，
そ
れ
は
今
同
以
外
、

過
去
の
多
く
の
爆
殺
一
品
目
に
就
き
℃
，
賞
験
的
に
肢
に
明
か
な

b
。

(
空
中
一
品
目
象
に
就
告
で
は
岡
田
蚤
長
何
気
象
島
一
応
詳
記
あ

b
、
浅
間
の
爆
一
旦
日
は
向
藤
原
博
士
に
深
く
研
究
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
)

共
に
各
測
候
所
微
動
計
記
象
よ
L
Y
筆
者
の
護
み
し
値
を
表
に
拐
ハ
'
¥

翻
測
所
名

、

一

、

音

源

内
士
，
一
、
浅
間
火
山
観
測
所

一
三
、
前
橋
測
候
所

，
憶
が
四
、
中
央
気
象
‘
室

一
六
、
柿
悶
観
測
所

域
一
五
、
紳
奈
川
牒
測
候
跨

f

七
、
銚
子
測
候
所
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九
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岡

島

測

候

所

ニ

八

八

三

一

九

・

九

前
表
の
中
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
は
一
菅
原
よ

b
路
東
方
に
同
一
線
上
に
あ
b
且
つ
路
似
た
る
九
か
け
速
度
を
な
せ
一
ο

問

二
一
一
二
・
五

二
0
・
四
八
・

o
七
四
」
・
五

三

0
0・一

八
・
凶

ニニニ・

o

二
一
三
一
一
二
・
四

七
八
五
・
九

内
藤
域
ほ
し
J

じ
三
、
此
四
者
の
卒
、
均
は
秒
速

三
百
三
十
三
米
五
五

と
な
る
。
九
‘
の
一
服
島
は
東
方
異
常
停
播
区
域
に
あ
b
。
叉
柿
岡
は
内
外
域
の
界
附
近
に
あ

b
。

一
菅
原
の
謙
一
品
目
時
刻
は
、
浅
間
火
山
観
測
所
微
動
計
記
象
(
国
版
第
一
)
に
よ
れ
ば

一
菅
波
到
着
時
刻
向
問
所
と
噴
火
孔
と
の
距
離
仙

同
所
附
近
の
一
菅
波
速
度
V

一
後
一
音
時
T
吋

吋

H
1
0
∞g
h
w
J
吋・ぷ

h

同
札
ぬ
・
0
内

-B

叶

=
7や
L
3
2
2

と
な
る
。
此
の
内
V
と
し
て
般
に
奥
へ
た
る
値
は
賞
際
の
値
と
多
少
の
誤
差
あ
b
と
す
る
も
、
凶
の
小
な
る
乙
と
に
よ
h
y

各
一
く
省
略
し
得
べ
し
。



更
に
地
震
波
速
度
よ

b
求
む
れ
ば
，
国
版
第
一
の
浅
間
山
微
動
計
記
象
よ

b

叶

u一
{
】
】

O
∞・
5
∞吋ぷ

又
震
波
速
度
は
今
岡
の
も
の
に
就
き
』
得
た
る
値
は
後
章
に
記
載
ず
る
如
く

〈
同
日

ω・
8悶
・
『
ト
ロ
ロ

浅
間
観
測
所
と
噴
火
孔
と
の
直
距
離
列

h
見
戸
川
凶
・
町
内
・

5

吋

O
L
i
件
LrggMg

と
な

b
て
、
以
上
二
つ
の
計
算
の
結
呆
は
全
く
一
致
す
、
故
に
噴
火
孔
に
℃
爆
殺
を
な
せ
し
は
九
月
十
八
日
一
時
八
分
二

十
六
秒
五
と
し
て
正
確
な
る
べ
し

元
来
、
太
気
中
の
一
音
速
も
気
滋
、
風
等
気
象
要
素
に
℃
支
配
当
る
べ
く
、
今
時
田
時
の
各
測
候
所
気
象
観
測
値
を
次
に
掲
じ

九
月
十
一
日
一
時
乃
至
二
時
の
気
象
要
素

一
八
三
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ロド

以
上
に
よ
'
り
て
今
同
の
爆
一
旦
日
は
，
浅
間
山
よ

h
略
東
方
に
位
置
せ
る
関
東
地
方
へ
建
せ
し
其
一
菅
波
商
は
地
表
に
割
合
に

松津子戸

軟
瓜

一
二
ハ

0
・問

問
・
山
ハ

一・一一一

0
・四

C
・四

一
・
六
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八 九 へ 九 九 八 九 八 九八七九九六
二一一一七六四九五八 O 七七二

近
五
』
六
気
層
を
遁
路
と
せ
し
も
の
、
印
ち
一
音
響
内
臓
域
の
部
分
な

b
。

一・一ニ
一
・
九

一一・一一一

一一了五

山喜主演津島 i見回阜山山

叉
愛
知
腕
下
及
び
一
服
島
に
現
れ
た
る
、
見
掛
け
上
の

遅

3
速
度
の
一
菅
波
は
所
謂
外
感
域
の
部
分
に
し
℃
、
一
菅
波
は
上
窓
に
て
屈
析
せ
し
も
の
な
ら
A
。
気
象
問
中
が
高

3
太
気
上

層
の
朕
態
ど
確
か
め
得
ば
、
此
の
外
廊
域
の
一
菅
波
紋
態
等
も
亦
明
か
に
確
定
し
符
ら
る
な

b
o
浅
間
山
の
場
A
口
は
.
外
感



域
は
一
音
源
距
離
百
四
十
粁
附
近
よ
ら
現
れ
、
随
っ
て
一
菅
波
の
走
時
曲
線
は
百
凶
十
粁
に
於
て
内
鹿
域
の
走
時
と
外
感
域
の

走
時
と
の
二
つ
の
曲
線
に
分
れ
℃
現
る
。
而
し
℃
、
外
融
域
は
震
央
を
取
'
り
ま
く
輸
を
な
す
も
の
、
如
く
・
例
へ
ば
今
同

の
一
脇
島
の
場
合
の
如
く
も
人
憶
に
て
は
戚
売
な
き
」
も
微
動
計
に
℃
は
明
か
な

9
0
風
向
等
は
亦
多
少
内
界
外
廠
域
の
出
現

に
関
係
せ
る
を
以
て
完
全
な
る
岡
輸
と
衣
ら

.3
る
場
合
あ

b
。
而
し
て
一
菅
波
が
内
外
臨
域
の
界
の
附
近
に
於
℃
は
、
二
度

に
聴
取
苫
る
は
.
以
上
の
走
時
曲
線
に
て
説
明
し
符
ら
れ
、
更
ら
に
数
同
に
聴
取
当
る
る
も
の
は
、
阪
往
の
観
測
に
よ
れ

ば
一
秒
乃
至
数
秒
の
短
か
さ
間
隔
を
距
て
、
聴
取
さ
る
、
、
を
以
℃
、
日
疋
等
は
風
及
び
上
層
の
気
象
府
態
に
よ
る
も
の
な
る

べ
し
。
一
音
波
に
就

3
て
は
吏
に
今
同
以
後
の
数
度
の
爆
殺
の
観
測
値
を
調
査
し
て
支
に
記
す
べ
し
.
本
文
を
記
す
る
に
つ

主
て
岡
田
墓
長
、
藤
原
博
士
.
関
富
技
師
の
御
親
切
を
謝
す
。
(
昭
和
五
年
七
月
記
)
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